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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 15,257 △11.8 397 △11.8 459 △9.6 284 △2.2
21年3月期第3四半期 17,306 ― 450 ― 508 ― 291 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 66.39 ―
21年3月期第3四半期 65.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 14,133 6,676 47.2 1,589.85
21年3月期 11,548 6,589 57.1 1,493.75

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  6,676百万円 21年3月期  6,589百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
22年3月期 ― 7.50 ―
22年3月期 

（予想）
7.50 15.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,000 △11.4 300 7.8 330 8.2 140 25.7 32.63



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に
係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。なお 
、上記業績予想に関する事項は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご確認下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 4,445,000株 21年3月期  4,445,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  245,762株 21年3月期  33,762株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 4,290,453株 21年3月期第3四半期 4,444,086株



 当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、サブプライムローンに端を発した米国経済の減速やリーマン

ブラザーズの破綻に端を発した世界同時金融不安により、国内では企業業績と個人消費の落ち込みと為替・株価の変

動、加えて1,000円ジーンズに代表されるようなデフレ経済の状況となりました。特に、個人消費は、雇用情勢の悪

化に加え、所得環境も一段と厳しさを増しております。一方、昨春の定額給付金、エコカー減税、エコポイント制度

の施策効果から一部には下げ止まりの動きがみられる状況となりました。しかしながら、当社グループと密接な関係

にある自動車業界や自動車用品のアフターマーケットの需要は依然として低調に推移しております。 

 このような環境において、当社グループは懸命な営業活動と利益体質強化に努めましたが、当第３四半期連結累計

期間の売上高は自動車関連卸売事業の減収等により 百万円（前年同期比11.8%減）、当第３四半期連結累計期

間の営業利益は 百万円（前年同期比11.8%減）となりました。当第３四半期連結累計期間の経常利益は 百万円

（前年同期比9.6%減）、第３四半期連結累計期間の四半期純利益は 百万円（前年同期比2.2%減）と減収減益なり

ました。  

（セグメント別の概況）                              （単位：百万円） 

  

   （自動車関連卸売事業） 

 自動車関連卸売事業は個人消費の低迷により、売上高は12,552百万円となり前年同期比1,995百万円（13.7%）の

減収となりました。これは冬期需要商品であるスチールホイール、廉価アルミホイールの販売本数と販売単価が下

がったことにより減収となったためであります。営業利益は357百万円となり前年同期比93百万円（20.7%）の減益

となりました。売上高の減少をカバーしたのは、販売費の削減と売上原価が下がったことで改善したためでありま

す。 

（自動車関連小売事業） 

 自動車関連小売事業は個人消費の低迷が懸念されましたが、昨春のETC特需以降もエコカー減税等の自動車関連

需要の底支えもあり、売上高は1,301百万円となり前年同期比101百万円（8.5%）の増収となりました。一方、営業

利益は8百万円の損失となり、前年同期比31百万円の改善となりました。これは売上高の増収によるものです。 

（開発事業） 

 開発事業は中央精機㈱等に対する機械設備納入減少により、売上高は573百万円となり前年同期比243百万円

（29.8%）の減収となりました。営業損失は17百万円となり前年同期比11百万円の損失の増加となりました。 

（福祉事業） 

 福祉事業は有料老人ホームの順調な推移により、売上高は399百万円となり前年同期比39百万円（11.0%）の増収

となりました。営業利益は46百万円となり前年同期比0百万円（0.8%）の増益となりました。 

（その他） 

携帯電話代理店事業は、ソフトバンクの機種変更の販売方法の変更により売上高は509百万円となり前年同期比7

百万円（1.4%）の増収となりました。営業利益は20百万円となり前年同期比19百万円の増益となりました。 

  

  

 当第3四半期末における総資産額は14,133百万円となり、前連結会計年度末比2,584百万円の増加となりました。主

たる要因は、販売額増加に伴う売掛債権が1,894百万円増加し、冬期需要販売終了に向けた商品在庫が281百万円減少

しました。加えて、建設中であった福祉事業のグレイシャスビラ安城の増築工事の建設仮勘定が369百万円増加した

ことと現金及び預金が640百万円増加したためであります。負債総額は7,457百万円となり前連結会計年度末比2,497

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

15,257

397 459

284

    
自動車関連

卸売事業 
自動車関連

小売事業 
開発事業 福祉事業  その他 消去 連結 

売上高 

当第３四半期 

連結累計期間 
12,552 1,301 573 399 509 △78 15,257 

前第３四半期 

連結累計期間 
14,547 1,199 816 359 501 △118 17,306 

営業利益 

又は営業損

失（△） 

当第３四半期 

連結累計期間 
357 △8 △17 46 20 0 397 

前第３四半期 

連結累計期間 
450 △40 △6 45 0 0 450 

２．連結財政状態に関する定性的情報



百万円の増加となりました。主たる要因は、長短借入金が2,040百万円増加したことと仕入債務が361百万円増加した

ためであります。これらの結果、純資産額は6,676万円となり前連結会計年度末比86百万円の増加となりました。主

たる要因は利益剰余金の増加と、繰延ヘッジ損益の減少と自己株式取得による減少であります。  

  

  

 当第3四半期における業績の進捗を勘案し、平成22年3月期通期（連結・個別）の業績予想を修正しております。詳

細は平成22年1月28日付にて別途開示いたしました、「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  

  

該当事項はありません。  

  

  

１．棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計期間末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,287,332 646,389

受取手形及び売掛金 4,837,550 2,942,906

商品 1,997,322 2,279,229

仕掛品 256,539 273,411

原材料及び貯蔵品 67,378 34,638

繰延税金資産 75,020 48,794

その他 391,721 426,448

貸倒引当金 △603 △2,274

流動資産合計 8,912,260 6,649,543

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 3,151,731 3,149,360

減価償却累計額 △1,604,416 △1,527,746

建物及び構築物（純額） 1,547,314 1,621,613

土地 1,431,320 1,431,320

建設仮勘定 510,204 141,120

その他 484,517 471,368

減価償却累計額 △349,016 △307,278

その他（純額） 135,500 164,090

有形固定資産合計 3,624,340 3,358,144

無形固定資産   

のれん 199,925 212,900

その他 132,906 137,765

無形固定資産合計 332,831 350,665

投資その他の資産   

投資有価証券 668,942 589,712

繰延税金資産 32,216 32,405

その他 569,857 606,801

貸倒引当金 △7,131 △38,588

投資その他の資産合計 1,263,885 1,190,330

固定資産合計 5,221,057 4,899,141

資産合計 14,133,318 11,548,684



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,268,832 907,237

短期借入金 3,469,926 1,739,926

未払法人税等 155,005 137,879

携帯電話短期解約返戻引当金 81 178

賞与引当金 69,818 156,173

役員賞与引当金 26,085 28,800

その他 513,418 369,082

流動負債合計 5,503,165 3,339,278

固定負債   

長期借入金 1,527,427 1,217,390

繰延税金負債 85,333 59,103

退職給付引当金 47,348 42,666

役員退職慰労引当金 128,529 148,002

その他 165,366 152,970

固定負債合計 1,954,004 1,620,132

負債合計 7,457,170 4,959,410

純資産の部   

株主資本   

資本金 852,750 852,750

資本剰余金 802,090 802,090

利益剰余金 5,060,296 4,840,237

自己株式 △96,102 △12,418

株主資本合計 6,619,034 6,482,659

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 23,392 530

繰延ヘッジ損益 34,237 106,519

為替換算調整勘定 △516 △435

評価・換算差額等合計 57,113 106,614

純資産合計 6,676,147 6,589,274

負債純資産合計 14,133,318 11,548,684



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 17,306,876 15,257,369

売上原価 13,697,202 11,947,529

売上総利益 3,609,673 3,309,840

販売費及び一般管理費 3,158,945 2,912,112

営業利益 450,728 397,727

営業外収益   

受取利息 730 529

受取配当金 10,897 4,501

販売奨励金 42,175 28,821

持分法による投資利益 49,812 47,013

その他 10,990 14,646

営業外収益合計 114,606 95,512

営業外費用   

支払利息 30,787 26,829

社債利息 7,212 －

デリバティブ評価損 12,563 －

その他 6,099 6,463

営業外費用合計 56,662 33,293

経常利益 508,672 459,946

特別利益   

投資有価証券売却益 25,992 －

貸倒引当金戻入額 － 19,350

特別利益合計 25,992 19,350

特別損失   

投資有価証券売却損 23,820 －

投資有価証券評価損 1,824 －

特別損失合計 25,644 －

税金等調整前四半期純利益 509,019 479,296

法人税、住民税及び事業税 202,411 160,398

法人税等調整額 15,386 34,066

法人税等合計 217,798 194,464

四半期純利益 291,221 284,832



 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１ 事業区分は、当社の内部管理上採用している区分をベースに、製品の種類・性質、販売市場の類似性を考慮

し、自動車関連卸売事業、自動車関連小売事業、開発事業、福祉事業及びその他の事業に区分しておりま

す。 

２ 各事業区分の主要な内容 

(1）自動車関連卸売事業……一般市販市場へのホイールを中心とした自動車関連商品の製造及び販売 

 (2) 自動車関連小売事業……一般消費者へのホイールを中心とした自動車関連商品の販売 

(3）開発事業……設備等の販売、工事請負 

(4) 福祉事業……高齢者向けの複合福祉サービスの提供 

(5）その他…携帯電話代理店 

３ 当連結会計期間における営業費用のうち「消去又は全社」に含めた配賦不能営業費用の金額はありません。

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  （単位：千円）

  
自動車関連
卸売事業 

自動車関連  
小売事業  

開発事業 福祉事業 その他 計 
消去又は 
全社 

連結 

売上高                 

(1) 外部顧客 

に対する

売上高 

 14,440,421  1,199,350  805,401  359,761  501,941  17,306,876 ―  17,306,876

(2) セグメン 

 ト間の内部 

売上高又

は振替高 

 106,927  134  11,563 ― ―  118,625 (118,625) ― 

計  14,547,348  1,199,485  816,964  359,761  501,941  17,425,501 (118,625)  17,306,876

営業費用  14,096,667  1,239,784  823,043  313,929  501,418  16,974,844 (118,696)  16,856,147

営業利益又は営

業損失（△） 
 450,681  △40,299  △6,079  45,831  522  450,657 71  450,728

  （単位：千円）

  
自動車関連
卸売事業 

自動車関連  
小売事業  

開発事業 福祉事業 その他 計 
消去又は 
全社 

連結 

売上高                 

(1) 外部顧客 

に対する

売上高 

 12,475,025  1,300,615  573,380  399,324  509,023  15,257,369 ―  15,257,369

(2) セグメン 

 ト間の内部 

売上高又

は振替高 

 77,204  705  212 ― ―  78,122 (78,122) ― 

計  12,552,229  1,301,320  573,593  399,324  509,023  15,335,491 (78,122)  15,257,369

営業費用  12,194,775  1,310,184  591,478  353,110  488,542  14,938,091 (78,450)  14,859,641

営業利益又は営

業損失（△） 
 357,453  △8,864  △17,885  46,214  20,481  397,399 327   397,727



前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しています。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しています。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

   

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

   該当事項はありません。  

  

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報


	㈱ウェッズ（7551） 平成22年３月期　第３四半期決算短信: ㈱ウェッズ（7551） 平成22年３月期　第３四半期決算短信
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -


